
（別紙様式例４）

公表日：２０２４年１月7日 事業所名： ほのかのおひさま

はい
どちら
ともい
えない

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちら
ともい
えない

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等
スペースの十分な確保

8 3 0

・人数に合わせて各フロアを分けている
・利用定員が超過しないよう、予約の時点
で調整している
・ロッカーの位置や２つのフロアを工夫し
て使っているが時々狭さを感じる

24 1 0 0
・5人/日であの広さは十分に感
じました。

・今後も、限られたスペースを工夫しな
がら活用する。

2 職員の適切な配置 8 3 0

・多重課題になることもあり、調整、声か
けを行っている。もう少し目が欲しいこと
もある
・朝のミーティングで職員をどう配置する
か話し合い、工夫している
・基準に沿った人数配置をしている。

24 0 0 1

・基準に沿った配置は行えているが、ご
利用者の人数によっては手薄になる課題
もあり、充実した支援や安全な見守りが
しっかりできる環境を整えたい。

3

本人にわかりやすい構造、バリ
アフリー化、情報伝達等に配慮
した環境など障がいの特性に応
じた設備整備

8 3 0

・ロッカーや靴箱に名前や顔写真を貼り、
わかりやすく工夫している。
・本人にわかりやすい構造かはわからな
い。
・ご利用者一人ひとりに合わせては難しい
と感じる。
・トイレに少し窮屈さを感じる。
・特性や行動に応じた物の配置を工夫して
いる。

23 1 0 1

・工夫している点もあるが、不十分な点
もあるため、職員間で話し合いながら今
後もご利用者に合った設備整備を行って
いく。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ど
も達の活動に合わせた生活空間
の確保

10 1 0

・登所前には環境を整えている。終了後
は、次亜塩素水を使って掃除の徹底。その
日できない時は、次の日に確実にできるよ
うホワイトボード等を活用している。
・各所にアルコール消毒を置き、対応して
いる。
・眠たくなる児もいるので、区切りがあれ
ば双方心地よいかも。

25 0 0 0
・きれいでした。食事の際に手袋
をしているのが印象的でした。

環
境
・
体
制
整
備

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目
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事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1
業務改善を進めるためのPDCA
サイクル（目標設定と振り返
り）への職員の積極的な参画

9 2 0
・月一回のミーティングで業務改善につい
て意見交換している。
・広く参画しているかはわからない。

2
第三者による外部評価を活用し
た業務改善の実施

2 5 4 ・外部評価は活用していない。

3
職員の資質の向上を行うための
研修機会の確保

11 0 0

・研修の年間計画を立て、実施している。
社内の研修、事業所の研修に参加してい
る。
・社外研修に参加できるようシフトが調整
されている。

1
適切に支援プログラムが作成、
公表されているか

6 3 2
・支援プログラムの公表はまだできていな
い。 22 1 0 2 ・支援プログラムは早急に公表する。

2

アセスメントを適切に行い、子
どもと保護者のニーズや課題を
客観的に分析した上での児童発
達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画の作成

11 0 0

・保護者へのアセスメントを行い、ニーズ
や課題を整理している。
・モニタリングは職員参加で行っており、
それに基づいて児発管が計画作成してい
る。

25 0 0 0

3

児童発達支援計画又は放課後等
デイサービス計画における子ど
もの支援に必要な項目の設定及
び具体的な支援内容の記載

11 0 0

・担当制の部分があるが、職員全員の意見
が反映されるようにしている。
・職員で情報共有を行ったあと、児発管と
モニタリングを行っている。
・児の状態を見て、段階に合った内容の記
載になっている

25 0 0 0
・フェイスシートは丁寧な作りに
なっていました。

4

子どもの状況に応じて、個別活
動と集団活動を適宜組み合わせ
た児童発達支援又は放課後等デ
イサービス計画の作成

11 0 0
・個別に行うものと集団で行うものに分け
て目標を設定している。
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事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

5
児童発達支援計画又は放課後等
デイサービス計画に沿った適切
な支援の実施

8 3 0

・定期的に計画に目を通すようにしてい
る。
・状態、状況で変更することもあるが、行
われている。
・周知ができ、全員でもっと関われるとよ
いと思う。

24 0 0 1
・支援計画もきちんと作っていた
だけました。

・計画に沿った支援が職員全員で共有で
きるようにする。

6
チーム全体での活動プログラム
の立案

9 2 0

・月1回、活動計画について話し合いを行っ
ている。
・チームで話し合うこともあれば、個人で
立案し、それに基づいて話し合いが行わ
れ、準備を進めている。全スタッフが把握
できていない時もある。

・担当が立案しても、それがチーム全体
に浸透するよう、話し合いを行いなが
ら、進めていく。

7
活動プログラムが固定化しない
ような工夫の実施

9 2 0

・前月の振り返りを行い、活動計画を立て
ている。
・季節に合わせたプログラムになるよう立
案している。
・外出行事や制作、集団活動などを取り入
れている。

19 3 0 3
・ご利用者の特性や成長段階に合わせた
活動が行えるよう、チームで話し合いを
行う。

8
平日、休日、長期休暇に応じた
きめ細やかな支援

7 4 0

・利用時間に応じての活動内容を事前に話し合っ
ている。
・担当制にして協力しながらできている。
・細やかな設定が十分に理解されないままの時が
あり、コミュニケーションがもう少しとれていれ
ばと思うことがある。
・平日できないことを休業日に取り入れて行って
いる。

・ご利用者の特性や成長段階に合わせた
支援が行えるよう、チームで話し合いを
行う。

9
支援開始前における職員間でそ
の日の支援内容や役割分担につ
いての確認の徹底

11 0 0

・朝礼で、スケジュールと役割分担の確認
を行っている。
・朝出勤していない時差勤務の職員にも、
出勤時に申し送りを行い、内容の確認を
行っている。

10
支援終了後における職員間でそ
の日行われた支援の振り返りと
気付いた点などの情報の共有化

10 1 0

・終礼でその日あったことの共有や気づき
の話し合いをしている。
・変わったことなどを報告し、次の支援に
いかせるよう記録に残している。
・児童発達の終礼が、曜日によってできな
い。

11
日々の支援に関しての正確な記
録の徹底や、支援の検証・改善
の継続実施

9 2 0

・日々の支援記録とともに、変化や気付き
なども記録に残している。気になる点は赤
字で記載するなど工夫している。
・誰もが継続できるとよいと思う。
・できていないところは、その都度指摘が
あり、個人的あるいは全体的に意識づけが
なされている。

12
定期的なモニタリングの実施及
び児童発達支援計画又は放課後
等デイサービス計画の見直し

11 0 0
・定期的なモニタリングを行い、計画の見
直しを行っている。
・目標の達成度を話し合い、継続・終了・
変更を考え、見直している。
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改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1

子どもの状況に精通した最もふ
さわしい者による障害児相談支
援事業所のサービス担当者会議
への参画

10 1 0
・児発管や看護師のリーダーが参加してい
る。必要に応じて現場の職員も一緒に参加
している。

・学校、併用事業所、相談員等との連
携・情報共有をしっかりと行えるよう、
機会を増やしていきたい。

2

（医療的ケアが必要な子どもや
重症心身障害のある子ども等を
支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、
保育、教育等の関係機関と連携
した支援の実施

10 1 0
・地域の関係機関からの情報は職員で共有
している。
・適宜行なっている。

3

（医療的ケアが必要な子どもや
重症心身障害のある子ども等を
支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関
等と連絡体制の整備

9 2 0

・日常の医療的ケアや緊急時の対応につい
て指示書をいただいている。
・緊急児対応マニュアルにも組み込み、連
絡体制を整えている。
・保護者を通じてお願いしている。

4

児童発達支援事業所及び放課後等デ
イサービス事業所からの円滑な移行
支援のため、保育所や認定こども
園、幼稚園、小学校、特別支援学校
（小学部）等との間での支援内容等
の十分な情報共有

9 2 0

・移行時には、関係機関で情報共有してい
る
・支援内容等の申し送り書を作成してい
る。

5

他の障害福祉サービス事業所等
への円滑な移行支援のため、そ
れまでの支援内容等についての
十分な情報提供

8 3 0

・移行時には、関係機関で情報共有してい
る
・支援内容等の申し送り書を作成したり、
担当者会議を行っている。
・相談員を通じて行っている。

6

児童発達支援センターや発達障
害者支援センター等の専門機関
と連携や、専門機関での研修の
受講の促進

7 4 0

・専門機関と連携し、積極的に研修を受け
ている。
・定期的に研修の案内があり、職員に周知
されている。
・県や市の連絡協議会に参加している。

・今後は、いろいろな職員が参加できる
ように工夫していきたい。

7

児童発達支援の場合の保育所や
認定こども園、幼稚園等との交
流や、放課後等デイサービスの
場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障がいのない
子どもと活動する機会の提供

0 0 11

・感染に弱い児が多いため、交流する機会
は持てていない。
・今後は実施できたらよいと思う。
・公園などに行った際やイベント参加時に
関わることはある

5 0 0 20
・感染対策等には十分に気をつけなけれ
ばならないが、今後は検討していきた
い。

8
事業所の行事への地域住民の招
待など地域に開かれた事業の運
営

0 0 11
・地域住民を招いての行事は行っていない
が、社内の高齢者施設との合同行事や避難
訓練などを実施している。

・感染対策等には十分に気をつけなけれ
ばならないが、今後は検討していきた
い。

関
係
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改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1
支援の内容、利用者負担等につ
いての丁寧な説明

10 1 0
・個別に丁寧に行っている。
・変更時には、書面で説明、同意を得てい
る。

25 0 0 0 ・丁寧に説明して下さいました。

2
児童発達支援計画又は放課後等
デイサービス計画を示しながら
の支援内容の丁寧な説明

11 0 0
・支援計画を示しながら詳しく説明してい
る。 25 0 0 0 ・丁寧に説明して下さいました。

3

保護者の対応力の向上を図る観
点から、保護者に対するペアレ
ント･トレーニング等の支援の実
施

0 4 7

・ペアレントトレーニングの支援はできて
いない。
・必要に応じて取り入れていけたらよいと
思う。
・まず職員が研修を受けたいと思う。

12 3 0 10
・まずは、職員がぺアトレの研修を受け
て、その後検討したい。

4
子どもの発達の状況や課題につ
いて、日頃から保護者との共通
理解の徹底

11 0 0
・日頃から伝えあい、職員間でも周知して
いる。
・送迎時に聞いたり、伝えたりしている。

25 0 0 0

・連絡帳がありがたいです。利用
一日目のお昼の電話でホッとしま
した。前日から本人・親ともに緊
張していました。

5
保護者からの子育ての悩み等に
対する相談への適切な対応と必
要な助言の実施

8 3 0

・保護者から発信があったときはしっかり
傾聴し、必要に応じて職員間で話し合い、
助言と支援を行っている。
・保護者からの質問や相談に一人では答え
られない時に、相談できる職員がいるのは
ありがたい。

20 1 1 3

・良い人たちだと思いました。
・お迎え時に話ができており、面
談という場を設けなくても構わな
い。

保
護
者
へ
の
説
明
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改善内容・改善目標
区分 チェック項目

6
父母の会の活動の支援や、保護
者会の開催による保護者同士の
連携支援

0 2 9
・行うことができていない。
・今後の課題だと思う。 1 3 5 16 ・検討中である。

7

子どもや保護者からの苦情に対
する対応体制整備や、子どもや
保護者に周知及び苦情があった
場合の迅速かつ適切な対応

10 1 0

・苦情があった場合の連絡体制を整えてい
る。
・苦情は現時点ではないと思っている。
・苦情までは行かなくても、状況に応じて
迅速に対応している。

16 0 0 9
・相談窓口を説明していただい
た。

8
障がいのある子どもや保護者と
の意思の疎通や情報伝達のため
の配慮

9 2 0
・支援者側の先入観がないよう、様子をお
伝えしている。
・個々に合わせて、視覚的に示す、言葉で
説明するなど工夫している。

24 0 0 1

9

定期的な会報等の発行、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情
報についての子どもや保護者へ
の発信

9 2 0
・HPや新聞で写真を載せて分かりやすく発
信している。
・定期的には行えていないように感じる。

24 0 0 1
・会報やHPの更新の頻度が減っている
ため、検討したい。

10
個人情報の取扱いに対する十分
な対応

11 0 0

・事業所外への持ち出しは禁止されてい
る。
・個人情報取り扱いに関する研修も受けて
いる。
・フルネームで記載しないよう気をつけた
り、不要なものは破棄している。
・書類庫には鍵をかけ、保管している。

24 0 0 1
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改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1

緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュア
ルの策定と、職員や保護者への
周知徹底

11 0 0

・各マニュアルを作成し、職員と保護者に
周知している。
・実施した内容をおたよりなどで知らせて
いる。
・シミュレーションを行っている。

23 0 0 2 ・説明していただきました。

2
非常災害の発生に備えた、定期
的に避難、救出その他必要な訓
練の実施

11 0 0
・他事業所と合同で実施している。
・消防にも立ち会いしてもらい、助言をも
らっている。

21 1 0 3

3
服薬や予防接種、てんかん発作
等の子どもの状況の確認の実施

10 1 0

・保護者から聞き取り、実施している。
・連絡帳にもその都度記載され、確認でき
ている。
・発作でダイアップを使用する場合のある
児には、マニュアルを作成し、定期的に見
直しをしている。

4
食物アレルギーのある子どもに
対する医師の指示書に基づく適
切な対応

9 0 2
・保護者から聞き取り、実施している。
・アレルギーに関しては、指示書はいただ
いていない。

5 安全管理の徹底 9 2 0
・安全計画の作成し、計画に基づいて訓練
や研修等を実施している。
・BCPを通して必要な研修を行っている。

6
家族等との連携を図るため、安
全計画に基づく取組内容につい
ての家族等へ周知

8 3 0
・警報等が発令される前に連絡・連携を
とっている。
・計画の実施内容を保護者におたよりでお
知らせしている。

23 0 2 0
・連絡体制がしっかりされていま
す。

非
常
時
等
の
対
応
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改善内容・改善目標
区分 チェック項目

7
ヒヤリハット事例集の作成及び
事業所内での共有の徹底

10 1 0

・全体の事業所内での共有は必要だと思
う。
・ヒヤリハットを書面化しやすいように工
夫している。
・小さなことでも出せるように意識できて
いる。

8
虐待を防止するための職員研修
機会の確保等の適切な対応

10 1 0
・虐待防止委員会の設置を行い、委員会の
開催、研修を実施している。

9

やむを得ず身体拘束を行う場合
における組織的な決定と、子ど
もや保護者に事前に十分に説
明・了解を得た上での児童発達
支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画への記載

10 1 0
・身体拘束を行う場面がない。
・やむを得ず行う場合には、個別支援計画
や同意書の記載、経過記録の作成を行うこ
ととしている。

1
子どもは安心感をもって通所し
ているか

24 0 0 1

・まだ緊張している様子がみられ
ているので、よくわからないで
す。
・帰宅後もご機嫌にすごしていま
す。

2
子どもは通所を楽しみにしてい
るか

24 0 0 1

・まだ緊張している様子がみられ
ているので、よくわからないで
す。
・帰宅後もご機嫌にすごしていま
す。

3 事業所の支援に満足しているか 24 0 0 1
・まだ緊張している様子がみられ
ているので、よくわからないで
す。

非
常
時
等
の
対
応
（

続
き
）

満
足
度


